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垂木：45x45@455

土台：105x105(K3以上工場処理)

基礎パッキンt=20

D13モルタル刷毛引き仕上
D10@200

鋼製束@910D13

D13

捨コンクリート

ビニールクロス貼

Ｌ．Ｄ．Ｋ

床：フローリング貼 t=12

巾木：ＭＤＦ既製品

合板受：90x90

ビニールクロス貼

ビニールクロス貼

天
井

高
：

2,
4
00

洋室

合板受：90x90

ビニールクロス貼

アルミサッシ:既製品

ビニールクロス貼
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外壁：防火サイディング

防湿フィルム0.1mm以上

野地：構造用合板t=9

アスファルトルーフィング940

LOW-Eガラス

屋根：コロニアル葺

ビニールクロス貼

防湿フィルム

天井

防湿フィルム

透湿防水シート

構造用合板下地 t=24

断熱材：ｱｸﾘｱﾏｯﾄ、155㎜厚、熱抵抗値4.1

構造用合板t=9

胴縁45x15（空気層）

壁：石膏ボードt=12.50下地

天井：石膏ボードt=9.5下地

天井：石膏ボードt=9.5下地

天井：強化石膏ボードt=9.5下地

壁：石膏ボードt=12.5下地

断熱材：ｱｸﾘﾙﾈｸｽﾄ、85㎜厚、熱抵抗値2.2

▼ 1FL

▼ 2FL

▼ 3FL

▼ 最高の軒高

▼ GL＝設計GL
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床：フローリング貼 t=12

巾木：ＭＤＦ既製品

構造用合板下地 t=24

910

910

排水勾配：1/50

防水層立上がり

ｻｯｼ下端120mm以上

その他250mm以上

1
,1

00

▼水上
▼ 2FL

笠木：アルミ既製品

バルコニー床：FRP防水素地仕上

ケイカル板t=12下地

構造用合板t=30

軒裏：軒裏サイディングt=12VP

洋室

壁：石膏ボードt=12.5下地

通気層

防湿シート

高性能ｸﾞﾗｽｳｰﾙ HG14-38 
アクリアネクスト105㎜厚×2重

熱抵抗値5.8

【ﾊﾞﾙｺﾆｰ】

床：フローリング貼 t=12

巾木：ＭＤＦ既製品

構造用合板下地 t=24

断熱材：ｱｸﾘｱUﾎﾞｰﾄﾞ 80㎜厚、熱抵抗値2.2

大引：90x90@910

ﾙｰﾌﾊﾞﾙｺﾆｰ

※配管はヘッダー方式とし、分岐後のすべての配管径が13A以下とする。排水管の内面は平滑。たわみ抜けが生じないよう、管の継手まわりを支持金物にて固定。

※設備配管部分にはコンクリートは打設しないものとする。

※GL+1,000迄 防腐防蟻処理とする。

※小屋裏換気は、独立した小屋裏ごとに２箇所以上設ける。（換気面積、設置場所は別途計算による）

【外気に接する床断熱】

高性能グラスウールFG24-36

ｱｸﾘｱUﾎﾞｰﾄﾞ 120㎜ R3.3（旭ﾌｧｲﾊﾞｰ） 同等

人通口の蓋になる部分：ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑにてふさぐ。端切材にて取手を付ける

外周部：ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材1種bC（ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ1B）60mm 

内部間仕切：ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材1種bC（ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ1B）20mm 

基礎ﾊﾟｯｷﾝ：周り4方向は 気密パッキン使用

【玄関土間、ﾕﾆｯﾄﾊﾞｽ（ 1階）基礎断熱】

【24時間換気ｼｽﾃﾑ】

第3種壁抜きﾀｲﾌﾟ（容量、場所は確認申請図による）

【居室以外の照明器具】

LED照明とする

【給湯器】

ｴｺｷｭｰﾄ370Lﾌﾙｵｰﾄﾀｲﾌﾟ 追い炊き機能付き

【劣化等級3相当】

【断熱等級４/一次エネルギー等級４相当】













主要装備一覧
性能・特長項目 ジエスタ2 ジエスタ2

防火戸 備考

基本寸法 W寸法 片開き 924mm 924mm
親子・片袖・両袖 1,240mm 1,240mm ※片袖・両袖はジエスタ２のみ
両開き 1,692mm －
親子入隅 1,138mm 1,138mm

H寸法 2,330mm 2,330mm
断熱仕様 k2仕様（枠：サーマルブレイク構造、ガラス：高断熱複層ガラス） ● ●

k4仕様（枠：非断熱枠、ガラス：複層ガラス） ● ●※ ※ガラスは高断熱複層ガラスを使用
防犯性 FamiLock ○ ○

エントリーシステム カザスプラス ○ ○
タッチキー ○ ○
システムキー ○ ○

締め忘れ対策 自動施錠 ○ ○ ※FamiLock、エントリーシステムの場合、
ON/OFF切替可能（出荷時はOFF）

こじ破り対策 鎌付デッドボルト ●（3箇所） ●（3箇所）

ピッキング対策
2ロック

DNキー ●（シャッター付） ●（シャッター付）※S型ハンドル（FamiLock、エントリーシステム用）はシャッターなし
Wキー ○（シャッター付） ○（シャッター付）※FamiLock、S型ハンドルには設定なし

ガラス破り対策 セキュリティサムターン 手動 ：●（1ヶ所）
エントリー：●（2ヶ所） ●（2ヶ所）

破壊されにくい 安全合わせガラス ○ － ※袖ガラスのみ

無締まりを防ぐ 施解錠表示 ● ● ※FamiLock、エントリーシステムの場合、
サムターンを外した状態での施解錠表示なし

工事用キー施工後無効 コンストラクションキーシステム ● ●
ガラス破り対策 室内側ねじ固定額縁 ● ●
子扉の不正解錠対策 ロック機構付のフランス落とし ● ●

気配り機能 熱反りを軽減し、熱の侵入を抑制 遮熱鋼板 ● ●
風を採り込める 採風ドア ○（k2仕様・k4仕様）○（k4仕様のみ）
キズを自然に修復する キエテクノコート仕様 ○ ○ ※ハンドルのみ（FamiLock用は除く）
来訪者確認 ドアガード ●（樹脂キャップ付）●（樹脂キャップ付）
施解錠しやすい すり鉢状のシリンダー ● ● ※S型ハンドル用シリンダー（FamiLock、エントリーシステム用）は除く

蓄光樹脂付シリンダー ● ● ※S型ハンドル用シリンダー（FamiLock、エントリーシステム用）は除く
リバーシブルキー ● ●

指をはさんでも ケガをしにくい構造 ● ●
ひとまわりゆとりのある 有効開口 ●806mm ●806mm
融資基準に適合する段差20mm以下に納められる  下枠段差 ●20mm ●20mm
スリップしにくい ゴム製くつずり ● ●
ドアクローザ スピード調整 ● ●

ストップ角度調整 ○ ○ ※フリーストップ仕様のみ対応になります
勝手口と同一キー ホームマスターキー ○ ○ ※DNキーのみの対応
納まりに合わせて
選べる枠仕様

フラット枠 ● ●
立ち上がり枠 ○ ○
アングル付枠 ● ●
アングル無枠 ○ ○

ポスト付子扉 ○ －
工事時の管理が簡単 コンストラクションマスター 特注 特注

コーディネート エントランスの一体感を生む クリエカラー ○ ○ ※一部デザインのみ設定
門扉との統一デザイン ○ ○ ※一部デザインのみ設定

調整機能 ドアクローザスピード調整／ストップ角度調整 ● ●
建付調整 丁番 ● ●
子扉の前後方向調整（フランス落としつぼの調整） ● ●
ストライク受けの調整 ● ●

別途有償品 鋳物オーナメント／鋳物アクセサリー／後付リースフック △ △ ※一部デザインのみ取り付け可
下枠巾木 △ △
下枠巾木用キックプレート △ △
下枠ステンレスカバー（k4仕様用） △ △ ※k2仕様は標準装備
アルミ室内額縁 △ △ ※アングル付枠には取り付け不可
室内額縁固定用アングル △ △ ※アングル付枠には取り付け不可
レターバスケット △※ － ※ポスト付子扉K31P、K32P、K33P、K41Pのみ取り付け可
丁番スペーサー △ △
高さ調整スペーサー △ △
上・たて枠用アンカー △ △
後付ビード △ －※ ※ガラス別途手配品の設定なし
玄関ドア上LED照明 △ △ ※G11型は取り付け不可

交換用部品 丁番 △（アルミ製） △（ステンレス製）
ドアガード △ △  

●：標準装備、○：選択品、△：別途有償品、－：設定なし、  ：ジエスタ2とジエスタ2防火戸で異なる項目
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一次エネルギ 消費量計算結果(住宅版)

１．住宅タイプの設計 次エネルギー消費量等

(1)住宅タイプの名称 (建て方) 南一丁目  ( 戸建住宅 )

(2)床面積 主たる居室 その他の居室 非居室 合計

27.86㎡ 34.62㎡ 30.91㎡ 93.39㎡

(3)地域の区分/年間の日射地域区分 6地域 **********

(4)一次エネルギ 消費量(1戸当り) 設計一次 MJ] 基準一次 MJ]

暖房設備 16962 13945
冷房設備 4007 5023
換気設備 3565 3528
給湯設備 24889 22616
照明設備 3764 8954
その他の設備 19973 19973
発電設備の発電量
のうち自家消費分

太陽光発電(PV) -- --
コ ジェネレ ション設備(CGS) -- --

コ ジェネレ ション設備の売電量に係る控除量 *1 -- --
(5)合計 PVおよびCGSを対象とする場合 73161 74039

CGSを対象とする場合 73161
本計算結果は 当該住戸が建設される地域区分及び設計内容に 一定の生活スケジュールに基づく設備機器の運転条件等を想定し計算されたもので 実際の運用に伴うエネルギー消費量とは異なります。

(4)の各用途内訳を足した値と合計は四捨五入の関係で一致しないことがあります。

* ：コージェネレーション設備が売電した電力を発電するために要した一次エネルギー消費量相当量です。

２． 判定

適用する基準
一次エネルギ 消費量 GJ/(戸・年)]

判定結果
設計一次エネルギ 基準一次エネルギ

建築物省エネ法

築 ネ 消 基建築物エネルギ 消費性能基準
8年 以降H28年4月以降

73.2
74.1 成達成

H28年4月現存 79.5 達成

建築物エネルギ 消費性能誘導基準
R04年10月以降

73.2
63.3 非達成

R04年10月現存 74.1 達成

エコまち法

エネルギ の使用の合理化の
一層の促進のために誘導すべき基準

R04年10月以降
73.2

63.3 非達成
R04年10月現存 68.7 非達成

低炭素化の促進のために誘導すべきその他の基準 73.2 47.1 非達成
一次エネルギー消費量の値は小数点以下一位未満の端数を切り上げているため 「１ 住宅タイプの設計一次エネルギー消費量等 の(４)の合計と一致しないことがあります。

3. BEI

適用する基準
一次エネルギ 消費量(その他除く) GJ/(戸・年)]

BEI
設計一次エネルギ 基準一次エネルギ

建築物省エネ法
建築物エネルギ 消費性能基準 53.2

54.1

0.99

建築物エネルギ 消費性能誘導基準 53.2 0.99

エコまち法
エネルギ の使用の合理化の
一層の促進のために誘導すべき基準 53.2 0.99

BE 計算時の一次エネルギー消費量はその他のエネルギー消費量除きます。 建築物エネルギー消費量性能誘導基準には Vによる削減効果を除外して評価します。

QRコードは 動処理のために用います。
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4. 住宅タイプの仕様

(1) 暖冷房仕様
外皮／設備項目 外皮／設備の仕様

A.外皮 外皮性能の評価方法 当該住戸の外皮面積を用いて外皮性能を評価する

外皮面積の合計 274.08 ㎡

外皮平均熱貫流率 0.8  W/㎡K

平均日射熱取得率 暖房期の平均日射熱取得率（ηAH）: 1.5 冷房期の平均日射熱取得率（ηAC）: 1.9

通風の利用 主たる居室:評価しない、または利用しない その他の居室:評価しない、または利用しない

蓄熱の利用 評価しない、または利用しない

床下空間を経由して外気を
導入する換気方式の利用

評価しない、または利用しない

B.暖房設備 暖房方式 居室のみを暖房する

設備仕様 【主たる居室】その他の暖房設備機器
名称:電気ﾋ ﾀ 床暖房

【その他の居室】暖房設備機器または放熱器を設置しない

C.冷房設備 冷房方式 設置しない

設備仕様

(2) 換気仕様
設備項目 設備の仕様

D.換気 壁付け式第二種換気設備、または壁付け式第三種換気設備
換気回数:0.5回/h

E.熱交換 評価しない、または設置しない

(3) 給湯仕様
設備項目 設備の仕様

F.給湯設備 給湯設備・浴室等の有無 給湯設備がある（浴室等がある）

熱源機 熱源機の種類: ガス従来型給湯機
効率: 評価しない
ふろ機能の種類: ふろ給湯機（追焚あり）

配管 評価しない、または先分岐方式

水栓 台所: 評価しない、または2バルブ水栓
浴室シャワ : 評価しない、または2バルブ水栓
洗面: 評価しない、または2バルブ水栓

浴槽 評価しない、または高断熱浴槽を使用しない
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(4) 照明仕様
設備項目 設備の仕様

G.照明設備 主たる居室 設置しない

その他の居室 設置しない

非居室 すべての機器においてLEDを使用している
人感センサ ：評価しない、または採用しない

(5) 発電仕様
設備項目 設備の仕様

H.太陽光
発電設備

方位の異なるパネルの面数 評価しない、または設置しない

その1 **********

その2 **********

その3 **********

その4 **********

パワコン **********

I.コ ジェネレ ションシステム なし

(6) 太陽熱利用設備仕様
設備項目 設備の仕様

J.液体集熱式太陽熱利用給湯 評価しない、または設置しない

K.空気集熱
式太陽熱利
用設備

設備仕様 評価しない、または設置しない

集熱器群の数・方位 ********

集熱器群1 ********

集熱器群2 ********

集熱器群3 ********

集熱器群4 ********
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5．参考値

(1) 設計二次エネルギー消費量等（参考値）
設計二次エネルギ 消費量 コ ジェネレ ション設備

の売電量に係るガス消費量
の控除量 MJ] *2

未処理負荷の
設計一次エネルギ

消費量相当値 MJ] *3消費電力量 kWh] *1 ガス消費量 MJ] 灯油消費量 MJ]

4603 27709 0 0 530

* ：当該住戸で消費する電力量から 太陽光発電設備およびコージェネレーション設備による消費電力削減量（発電量のうち 当該住戸で消費される自家消費分）を差し引いた値を表記しています。

*2：コージェネレーション設備が売電した電力を発電するために要したガス消費量相当量です。

*3：未処理負荷とは 当該住戸に設置された暖冷房設備機器で処理できなかった負荷を指し 負荷を処理した暖冷房設備機器とは別の 何らかの暖冷房設備で処理したと仮定して 設計一次エネルギー消費量相当

値に換算しています。

(2) 発電量・売電量（参考値） *1
発電量 MJ] 売電量 MJ]

コ ジェネレ ション 太陽光発電 コ ジェネレ ション 太陽光発電

-- -- -- --

* ：すべて一次エネルギーに換算した値
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